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『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
藤
原
生
子

─
描
写
の
意
義
に
関
連
し
て

─

高　
　

橋　
　

由　
　

記

は
じ
め
に

　
『
栄
花
物
語
』
は
、
歴
史
が
定
ま
っ
て
か
ら
前
代
を
振
り
返
っ
て
記
述
し
た
歴
史
物
語
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
だ
が
、
記
さ
れ
る
逸
話
・
人
物

像
に
は
後
代
か
ら
み
た
要
素
が
多
分
に
含
ま
れ
る
。
そ
の
最
た
る
例
が
藤
原
道
長
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
摂
政
男
と
は
い
え
、
二
人
の
同
母
兄

（
道
隆
・
道
兼
）
の
い
る
道
長
を
、
源
倫
子
の
母
藤
原
穆
子
は
「
た
だ
こ
の
君
を
婿
に
て
見
ざ
ら
ん
。
時
々
物
見
な
ど
に
出
で
て
見
る
に
、
こ
の

君
た
だ
な
ら
ず
見
ゆ
る
君
な
り
」（
①
150
頁
）（

（
（

と
、
卓
抜
し
た
将
来
性
を
見
抜
い
て
婿
に
迎
え
た
と
い
う
し
、
伊
周
・
隆
家
兄
弟
左
遷
後
、
後
盾

を
な
く
し
た
中
宮
定
子
の
参
内
に
、
道
長
は
し
か
る
べ
き
手
配
を
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
記
述
が
史
実
か
否
か
は
さ
て
お
き
、
後
代
か
ら
み

た
評
価
の
高
い
人
物
や
歴
史
的
勝
者
に
対
す
る
記
述
は
、
あ
る
程
度
の
誇
張
や
脚
色
が
加
え
ら
れ
、
質
・
量
と
も
に
敗
者
の
記
述
を
上
回
る
。

　

ま
た
、
原
資
料
の
筆
者
あ
る
い
は
編
者
と
の
近
さ
も
記
述
の
質
・
量
に
関
わ
る
。
た
と
え
ば
後
一
条
天
皇
第
一
皇
女
章
子
内
親
王
（
母
は
中

宮
威
子
）
は
、『
栄
花
物
語
』
続
編
に
多
く
の
記
事
が
残
る
。
章
子
内
親
王
は
後
冷
泉
天
皇
の
中
宮
と
な
っ
た
の
ち
、
女
性
で
は
四
人
目
の
院
号

宣
下
を
受
け
て
二
条
院
と
呼
ば
れ
た
が
、
後
代
か
ら
み
た
評
価
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
。
そ
れ
ま
で
の
三
人
の
女
院
が
い
ず
れ
も
国
母
だ
っ
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た
（
詮
子
・
彰
子
・
禎
子
内
親
王
）
の
に
対
し
、
非
国
母
か
ら
の
院
号
宣
下
だ
っ
た
た
め
、「
母
后
と
し
て
女
院
と
な
っ
た
初
期
三
人
の
女
院
は

吉
例
で
、
四
・
五
例
目
の
二
条
院
・
郁
芳
門
院
は
不
吉
の
例
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
貴
族
社
会
の
中
で
の
常
識
と
な
っ
て
い
た
」（

（
（

と
い
う
。

そ
う
し
た
章
子
内
親
王
関
連
の
記
事
が
『
栄
花
物
語
』
続
編
に
多
い
の
は
、
続
編
が
「
章
子
家
女
房
の
資
料
を
中
心
軸
に
な
さ
れ
て
き
た
」（

（
（

か

ら
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
原
資
料
の
筆
者
が
章
子
内
親
王
方
の
人
物
だ
っ
た
た
め
、
章
子
内
親
王
の
記
述
は
必
然
的
に
多
く
な
っ
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
後
代
か
ら
み
た
評
価
が
抜
群
に
高
い
わ
け
で
も
な
く
、
歴
史
的
勝
者
で
も
な
く
、
ま
た
原
資
料
の
筆
者
（
あ
る
い
は
編
者
）

に
近
い
わ
け
で
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
な
が
ら
、『
栄
花
物
語
』
に
比
較
的
多
く
の
記
述
を
残
す
の
が
藤
原
教
通
の
長
女
生
子
で
あ
る
。

　

藤
原
生
子
（
長
和
三
年
〈
一
〇
一
四
〉
～
治
暦
四
年
〈
一
〇
六
八
〉、
五
十
五
歳
）
は
藤
原
公
任
女
を
母
に
持
つ
教
通
女
で
、
父
教
通
は
も
ち

ろ
ん
、
祖
父
公
任
や
伯
父
定
頼
に
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
い
た
。
中
宮
嫄
子
没
後
に
後
朱
雀
天
皇
の
後
宮
に
入
り
、
君
寵
は
厚
か
っ
た
も
の
の
、

立
后
が
叶
わ
ず
、『
栄
花
物
語
』
で
は
悲
劇
の
女
性
と
し
て
描
か
れ
て
い
る（

（
（

。
小
論
で
は
、
生
子
が
何
故
『
栄
花
物
語
』
に
多
く
記
さ
れ
る
の

か
、
生
子
描
写
の
意
義
を
考
察
し
た
い（

（
（

。

一　

誕
生
か
ら
着
袴
ま
で

　

生
子
の
誕
生
は
『
栄
花
物
語
』
巻
十
二
「
た
ま
の
む
ら
ぎ
く
」
に
記
さ
れ
、
そ
の
産
養
は
公
任
家
（
三
夜
）・
大
殿
道
長
（
五
夜
）・
大
宮
彰

子
（
七
夜
）
が
行
い
、
中
宮
姸
子
・
尚
侍
威
子
さ
ら
に
四
条
宮
遵
子
か
ら
も
祝
い
の
品
が
届
け
ら
れ
た
。
以
降
、
着
袴
・
着
裳
と
、
そ
の
成
長

が
点
描
さ
れ
る
。『
栄
花
物
語
』
に
お
い
て
、
誕
生
・
産
養
・
着
袴
・
着
裳
の
全
て
を
記
さ
れ
た
道
長
女
は
お
ら
ず
、『
栄
花
物
語
』
が
生
子
の

成
長
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
百
日
の
祝
い
は
『
小
右
記
』
に
「
過
差
殊
甚
」
と
記
さ
れ（

（
（

、
豪
華
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

巻
十
四
「
あ
さ
み
ど
り
」
に
は
着
袴
が
描
か
れ
る
。

か
く
て
霜
月
に
な
り
ぬ
。
左
大
将
殿
（
＝
教
通
）
の
大
姫
君
は
五
つ
、
小
姫
君
は
三
つ
に
な
ら
せ
た
ま
ひ
に
け
れ
ば
、
御
袴
着
せ
た
て
ま
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つ
ら
せ
た
ま
ふ
。
京
極
殿
に
渡
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
西
の
対
に
い
み
じ
う
し
つ
ら
ひ
ゐ
さ
せ
た
ま
へ
り
。
殿
の
御
前
（
＝
道
長
）
腰
は
結
ひ

た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
。
時
な
り
て
殿
渡
ら
せ
た
ま
へ
り
。
大
姫
君
を
見
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
へ
ば
、
御
髪
背
中
な
か
ば
か
り
に
て
、
い

み
じ
く
け
だ
か
く
う
つ
く
し
く
お
は
し
ま
す
。
小
姫
君
は
御
髪
振
分
に
て
、
御
顔
つ
き
ら
う
た
げ
に
、
う
つ
く
し
う
見
た
て
ま
つ
ら
せ
た

ま
ふ
。
大
姫
君
は
、「
父
も
母
も
、
誰
も
誰
も
わ
れ
を
の
み
こ
そ
思
う
た
ま
へ
れ
、
小
姫
君
を
ば
思
ひ
た
ま
は
ぬ
ぞ
か
し
」
と
聞
え
た
ま
へ

ば
、「
な
ど
さ
は
あ
る
に
か
、
か
ば
か
り
う
つ
く
し
き
人
を
」
と
ぞ
思
し
の
た
ま
は
せ
け
る
。（
②
157
頁
）

生
子
の
袴
腰
は
道
長
が
結
び
、
真
子
の
袴
腰
は
頼
通
が
結
ん
だ（

（
（

。
二
女
真
子
は
『
栄
花
物
語
』
で
は
こ
こ
で
初
め
て
登
場
し
、
誕
生
は
描
か
れ

て
い
な
い
。
な
お
か
つ
、「
父
も
母
も
、
誰
も
誰
も
わ
れ
を
の
み
こ
そ
思
う
た
ま
へ
れ
、
小
姫
君
を
ば
思
ひ
た
ま
は
ぬ
ぞ
か
し
」
と
、
す
で
に
真

子
と
は
異
な
る
扱
い
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
教
通
家
の
長
女
と
し
て
、
五
歳
に
し
て
父
母
や
外
祖
父
公
任
か
ら
多
大
の
期
待
を
か

け
ら
れ
、
本
人
も
そ
れ
を
自
覚
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
生
子
は
同
月
、
御
匣
殿
別
当
に
な
っ
た
が
、
着
裳
前
の
任
官
を
実
資
に
批
判

さ
れ
て
い
る（

（
（

。
五
歳
の
生
子
が
実
際
の
職
掌
に
携
わ
れ
る
は
ず
も
な
く
、
御
匣
殿
別
当
を
経
て
女
御
と
な
っ
た
藤
原
道
兼
女
尊
子（

（
（

や
、
特
に
藤

原
道
長
女
威
子（

（1
（

の
例
に
倣
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

母
の
死

　

さ
て
、『
栄
花
物
語
』
で
生
子
の
記
述
が
集
中
す
る
最
初
の
巻
は
、
巻
二
十
一
「
後
く
ゐ
の
大
将
」
で
あ
る
。
万
寿
元
年
（
一
〇
二
四
）
正
月

六
日（

（1
（

、
前
年
末（
（1
（

に
男
児
（
＝
静
覚
）
を
出
産
し
た
ば
か
り
の
生
子
母
の
教
通
室
（
＝
公
任
女
）
が
没
し
た
。
生
子
十
一
歳
の
こ
と
で
あ
る
。

あ
は
れ
に
ゆ
ゆ
し
う
思
す
に
つ
け
て
も
、
殿
（
＝
教
通
）
も
大
納
言
殿
（
＝
公
任
）
も
、
え
見
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
は
ず
、
い
と
あ
さ
ま

し
う
声
ど
も
さ
さ
げ
て
の
の
し
り
泣
か
せ
た
ま
ふ
も
い
み
じ
き
に
、
御
匣
殿
（
＝
生
子
）
は
十
一
な
り
、
姫
君
（
＝
真
子
）
は
九
つ
ば
か

り
、
た
だ
こ
の
二
所
も
の
の
心
知
ら
せ
た
ま
へ
る
さ
ま
に
言
ひ
つ
づ
け
泣
き
た
ま
ふ
。
こ
と
君
達
は
遊
び
い
さ
か
ひ
な
ど
せ
さ
せ
た
ま
ふ
、
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あ
は
れ
に
心
憂
し
。（
②
382
頁
）

　
「
こ
と
君
達
」
は
、
教
通
室
所
生
の
、
生
子
と
真
子
以
外
の
子
女
の
こ
と
で
、
信
家
（
七
歳
）・
通
基
（
四
歳
）・
歓
子
（
四
歳
）・
信
長
（
三

歳
）
を
指
す
。
母
の
死
を
理
解
す
る
生
子
と
真
子
が
他
の
弟
妹
と
区
別
し
て
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
教
通
に
と
っ
て
も
祖
父
公
任
に
と
っ

て
特
別
な
存
在
と
記
さ
れ
る
の
は
生
子
で
あ
る
。

〔
教
通
室
が
〕
世
に
お
は
し
な
が
ら
へ
た
ま
は
ま
し
か
ば
、
御
匣
殿
人
並
々
に
お
は
し
ま
さ
ま
し
か
ば
、
い
か
に
め
で
た
き
御
有
様
な
ら

ま
し
な
ど
思
さ
る
る
に
、
何
ご
と
も
し
残
さ
せ
た
ま
ふ
べ
き
や
う
も
な
し
。（
②
387
頁
）

教
通
室
の
葬
送
に
際
し
て
も
、「
御
匣
殿
人
並
々
に
お
は
し
ま
さ
ま
し
か
ば
、
い
か
に
め
で
た
き
御
有
様
な
ら
ま
し
」
と
、
生
子
の
将
来
が
引
き

合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。
教
通
室
の
四
十
九
日
法
要
の
際
に
も
、

御
匣
殿
、
御
年
は
い
と
若
け
れ
ど
、
御
心
深
く
よ
ろ
づ
を
思
し
た
る
ほ
ど
も
、
い
と
あ
は
れ
に
、
行
く
末
推
し
は
か
ら
れ
さ
せ
た
ま
ひ
て

見
え
さ
せ
た
ま
ふ
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
殿
は
、
い
と
ど
お
ろ
か
な
ら
ず
こ
そ
は
思
ひ
き
こ
え
さ
せ
た
ま
ふ
め
れ
。（
②
389
頁
）

と
あ
り
、
生
子
の
資
質
が
特
筆
さ
れ
、
将
来
を
期
待
さ
せ
る
。
そ
し
て
教
通
室
の
死
に
関
す
る
記
事
は
生
子
の
描
写
に
収
集
さ
れ
て
い
く
。
同

年
五
月
五
日
に
は

五
月
五
日
、
童
女
の
薬
玉
つ
け
た
る
を
御
覧
じ
て
、
内
大
臣
殿
の
御
匣
殿
、

年
ご
と
の
あ
や
め
の
草
に
ひ
き
か
へ
て
涙
の
か
か
る
わ
が
袂
か
な
（
巻
二
十
二
「
と
り
の
ま
ひ
」
②
410
頁
）

と
、
生
子
の
和
歌
を
載
せ
る
。
一
月
に
母
を
亡
く
し
た
ば
か
り
の
少
女
の
歌
と
し
て
は
格
別
の
出
来
だ
ろ
う
。『
栄
花
物
語
』
は
教
通
家
・
公
任

家
の
悲
し
み
を
生
子
の
歌
に
よ
っ
て
描
き
出
し
て
い
る
。
公
任
を
祖
父
に
持
ち
、
教
通
家
の
期
待
を
一
身
に
背
負
っ
て
い
た
生
子
の
才
知
に
、

周
囲
は
関
心
を
払
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
同
様
に
、
巻
二
十
三
「
こ
ま
く
ら
べ
の
行
幸
」
巻
末
で
は

か
く
て
十
二
月
の
二
十
九
日
は
、
内
大
臣
殿
の
上
の
御
果
て
、
法
興
院
に
て
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。
こ
の
た
び
ば
か
り
と
思
し
め
し
た
る
御
有

様
思
ひ
や
る
べ
し
。
か
く
て
御
衣
の
色
か
は
る
を
り
に
、
内
大
臣
殿
の
御
匣
殿
、
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今
は
と
て
形
見
の
衣
ぬ
ぎ
か
へ
て
色
か
は
る
べ
き
心
地
こ
そ
せ
ね（
（1
（

と
の
た
ま
は
す
る
。
大
殿
も
大
納
言
殿
も
い
み
じ
う
泣
か
せ
た
ま
ふ
、
こ
と
わ
り
な
り
や
。（
②
436
頁
）

と
記
す
。
巻
二
十
一
か
ら
描
か
れ
た
教
通
室
の
死
と
法
事
を
締
め
く
く
る
記
事
に
、『
栄
花
物
語
』
編
者
は
生
子
の
歌
を
選
ん
だ
。『
栄
花
物
語
』

に
み
る
生
子
の
役
割
の
一
つ
と
し
て
、
教
通
家
の
代
表
あ
る
い
は
代
弁
者
と
し
て
存
在
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

三　

祖
父
公
任
の
出
家

　

生
子
の
描
写
が
集
中
す
る
二
番
目
の
巻
は
、
公
任
の
出
家
を
描
く
巻
二
十
七
「
こ
ろ
も
の
た
ま
」
で
あ
る
。
二
人
の
娘
（
次
女
と
教
通
室
）

を
相
次
い
で
喪
い
、
厭
世
観
が
強
ま
っ
た
公
任
は
出
家
を
決
意
し
、
教
通
家
を
訪
問
す
る
。
生
子
の
「
人
の
い
と
や
む
ご
と
な
く
て
も
て
な
し

か
し
づ
き
据
ゑ
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
れ
ば
、
小
さ
な
が
ら
家
の
君
に
て
お
は
す
る
」（
③
43
頁
）
姿
を
見
て
涙
を
流
し
、
人
々
と
そ
れ
と
な
く
別

れ
を
惜
し
だ
公
任
は
、
十
二
月
に
長
谷
に
籠
も
り
、
翌
年
正
月
に
出
家
し
た
。
驚
い
た
教
通
は
長
谷
に
駆
け
つ
け
「
他
人
ど
も
の
御
事
は
聞
え

じ
、
御
匣
殿
の
と
か
う
の
御
有
様
を
思
し
捨
て
つ
る
な
ん
、
い
み
じ
う
心
憂
く
は
べ
る
」（
⑤
50
頁
）
と
、
生
子
の
行
く
末
を
見
ず
に
出
家
し
た

公
任
を
責
め
る
。
公
任
に
と
っ
て
も
、
教
通
に
と
っ
て
も
、
生
子
の
将
来
は
希
望
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
長
谷
の
公
任
の
も
と
を
訪
れ
た
斉
信

は
互
い
に
愛
娘
を
喪
っ
た
こ
と
を
嘆
く
が
、
そ
の
な
か
で
生
子
を
「
御
匣
殿
な
ど
、
今
日
明
日
の
女
御
、
后
」（
③
54
頁
）
と
評
す
る
。
一
条
朝

最
高
の
文
化
人
公
任
を
祖
父
に
持
ち
、
内
大
臣
教
通
の
長
女
で
あ
り
、
教
養
豊
か
な
生
子
の
入
内
（
そ
し
て
立
后
）
は
、
他
者
か
ら
み
て
な
い

わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
長
く
続
い
た
公
任
出
家
に
ま
つ
わ
る
話
は
次
の
公
任
と
生
子
の
歌
で
幕
を
閉
じ
る
。

雨
の
降
る
こ
ろ
、
長
谷
よ
り
、「
鶯
の
雨
に
ぬ
れ
て
鳴
く
を
、
御
匣
殿
に
御
覧
ぜ
さ
せ
ば
や
」
と
て
、

思
ひ
や
る
人
も
あ
ら
じ
を
鶯
の
な
ど
春
雨
に
そ
ぼ
ち
て
は
鳴
く
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と
て
尼
上
の
方
（
＝
公
任
室
）
に
聞
え
た
ま
へ
れ
ば
、
尼
上
、
御
匣
殿
の
御
方
に
こ
れ
を
奉
り
た
ま
へ
れ
ば
、
御
匣
殿
、

見
る
人
を
思
ひ
す
て
つ
つ
鶯
の
入
り
し
山
べ
に
い
か
で
鳴
く
ら
ん
（
③
57
頁
）

教
通
室
の
死
と
法
事
の
話
題
が
生
子
の
詠
歌
で
閉
じ
ら
れ
た
の
と
同
様
に
、
教
通
家
周
辺
の
話
題
は
生
子
の
歌
で
終
結
す
る
。

　

正
編
に
お
け
る
生
子
描
写
の
最
後
は
巻
二
十
七
末
近
く
の
「
今
年
は
内
大
臣
殿
の
御
匣
殿
の
御
裳
着
、
内
参
り
な
ど
ぞ
、
世
に
は
聞
え
さ
す

め
る
」（
③
76
頁
）
で
あ
る
。「
今
年
」
は
万
寿
三
年
（
一
〇
二
六
）
で
生
子
十
三
歳
で
あ
る
。
生
子
の
着
裳
が
い
つ
だ
っ
た
の
か
、
資
料
で
は

確
認
で
き
な
い
が
、
着
裳
後
に
後
宮
に
入
る
可
能
性
は
噂
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
『
栄
花
物
語
』
正
編
に
お
い
て
生
子
は
い
ま
だ
着
裳
前
で
あ
り
な
が
ら
、
資
質
が
優
れ
て
い
る
こ
と
や
、
入
内
（
さ
ら
に
は
立
后
）
が
期
待
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
倉
田
実
氏
は
「（
生
子
が
）
入
内
し
た
の
は
長
暦
三
（
一
〇
三
九
）
年
、『
栄
花
物
語
』
正
編
成
立
は
通
説
で
長

元
三
（
一
〇
三
〇
）
年
な
の
で
、
こ
こ
は
生
子
入
内
を
知
ら
な
い
で
そ
の
資
質
を
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
生
子
の
資
質
は
優
れ
て
い
た
」
と

す
る（

（1
（

。『
栄
花
物
語
』
正
編
（
巻
一
～
三
十
）
の
成
立
は
、
巻
三
十
に
描
か
れ
た
道
長
没
（
＝
万
寿
四
年
〈
一
〇
二
七
〉）
か
ら
数
年
後
の
長
元

年
間
（
一
〇
二
八
～
一
〇
三
六
）
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
正
編
成
立
時
に
お
い
て
生
子
の
行
く
末
は
未
定
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
入
内
し
な
い
か

も
し
れ
な
い
生
子
に
対
し
、
ま
る
で
予
告
の
よ
う
に
将
来
が
語
ら
れ
る
の
は
、
貴
族
社
会
に
お
い
て
生
子
の
入
内
が
充
分
可
能
性
の
あ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。『
栄
花
物
語
』
正
編
に
お
け
る
生
子
描
写
は
、
後
代
か
ら
み
た
評
価
で
は
な
く
、
歴
史
物
語
に
お
い

て
は
数
少
な
い
が
、
当
代
評
価
・
注
目
度
の
高
さ
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

四　

伊
勢
の
託
宣
と
入
内

　

生
子
描
写
、
ひ
い
て
は
生
子
の
生
涯
の
大
き
な
山
場
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
巻
三
十
四
「
暮
ま
つ
ほ
し
」
で
あ
る
。
教
通
や
後
一
条
天
皇
も

望
ん
だ
と
い
う
生
子
の
後
一
条
天
皇
へ
の
入
内（

（1
（

は
実
現
せ
ず
、
生
子
入
内
の
話
が
具
体
化
す
る
の
は
、
後
朱
雀
朝
（
長
暦
三
年
〈
一
〇
三
九
〉）
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『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
藤
原
生
子

で
あ
っ
た
。
後
朱
雀
天
皇
は
、
上
東
門
院
彰
子
所
生
の
一
条
天
皇
第
三
皇
子
で
、
東
宮
時
代
に
は
尚
侍
嬉
子
が
親
仁
親
王
（
の
ち
の
後
冷
泉
天

皇
）
を
産
ん
で
没
し
、
そ
の
後
、
禎
子
内
親
王
が
尊
仁
親
王
（
の
ち
の
後
三
条
天
皇
）
と
二
人
の
内
親
王
（
良
子
内
親
王
・
娟
子
内
親
王
）
を

産
ん
で
い
る
。
即
位
後
、
頼
通
養
女
の
嫄
子
が
入
内
し
、
禎
子
内
親
王
（
皇
后
）、
嫄
子
（
中
宮
）
と
相
次
い
で
立
后
し
た
の
ち
、
嫄
子
が
長
暦

二
年
（
一
〇
三
八
）
に
祐
子
内
親
王
を
産
ん
だ
。
翌
年
、
嫄
子
の
再
度
の
懐
妊
が
語
ら
れ
、
続
い
て
伊
勢
の
託
宣
に
よ
っ
て
、
急
展
開
で
生
子

の
入
内
が
実
現
化
す
る
。

そ
の
こ
ろ
伊
勢
の
託
宣
な
ど
い
ひ
て
、「
藤
氏
の
后
お
は
し
ま
さ
ぬ
、
悪
し
き
こ
と
な
り
」
と
て
、
内
の
大
殿
の
御
匣
殿
、
参
ら
せ
た
ま
ふ

べ
し
と
い
ふ
こ
と
出
で
来
て
、
七
月
つ
い
た
ち
ご
ろ
と
い
そ
が
せ
た
ま
ふ
ほ
ど
に
、
六
月
二
十
七
日
内
裏
焼
け
ぬ
。（
③
303
頁
）

当
時
、
后
位
に
あ
っ
た
の
は
禎
子
内
親
王
（
皇
后
）
と
嫄
子
（
中
宮
）
だ
け
で
あ
る
。
禎
子
内
親
王
は
三
条
天
皇
の
皇
女
で
あ
り
、
嫄
子
は
頼

通
養
女
で
は
あ
る
も
の
の
実
父
は
敦
康
親
王
だ
か
ら
、
藤
原
氏
出
身
と
は
い
え
な
い（

（1
（

。
そ
の
た
め
、
藤
原
氏
出
身
の
后
が
必
要
だ
と
い
う
の
だ

ろ
う
。
仮
に
こ
の
時
、
藤
原
氏
出
身
の
后
と
し
て
、
生
子
が
立
后
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
皇
后
（
禎
子
内
親
王
）
と
中
宮
（
嫄
子
）
に
続
い
て

の
後
朱
雀
天
皇
に
と
っ
て
三
人
目
の
妻
后
と
な
る
か
ら
、
妻
后
が
三
人
並
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
前
例
の
な
い
一
帝
三
后
が
あ
り
得
た
の
か
は

別
問
題
と
し
て
、
藤
原
生
子
の
入
内
は
立
后
が
前
提
で
あ
っ
た
。

　

長
暦
三
年
（
一
〇
三
九
）
七
月
上
旬
と
予
定
さ
れ
た
入
内
は
、
六
月
二
十
七
日
の
内
裏
焼
亡
に
よ
っ
て
延
期
と
な
っ
た
が
、
八
月
に
中
宮
嫄

子
が
禖
子
内
親
王
を
産
ん
で
没
し
た
後
、
十
二
月
に
生
子
は
入
内
し
た
。

は
か
な
く
月
日
も
過
ぎ
て
、
内
の
大
殿
の
御
匣
殿
、
十
二
月
に
参
ら
せ
た
ま
ふ
。
宮
（
＝
嫄
子
）
の
御
事
の
ほ
ど
な
き
に
な
ど
、
殿
（
＝

頼
通
）
は
思
し
め
し
た
り
。
今
年
ぞ
二
十
六
に
な
ら
せ
た
ま
ひ
け
る
。
年
ご
ろ
い
つ
し
か
と
思
し
め
し
け
る
御
事
に
て
、
殿
（
＝
教
通
）、

御
心
を
尽
さ
せ
た
ま
へ
り
。
内
の
大
殿
の
上
は
、
三
条
院
の
女
二
の
宮
（
＝
禔
子
内
親
王
）、
こ
の
た
び
は
添
ひ
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
へ

り
。
新
し
く
人
な
ど
も
参
ら
ず
、
あ
り
つ
き
目
や
す
し
。
京
極
殿
に
参
ら
せ
た
ま
へ
り
。
い
と
愛
敬
づ
き
気
高
く
を
か
し
げ
に
、
御
髪
な

ど
め
で
た
く
お
は
し
ま
し
け
り
。
お
ぼ
え
あ
り
て
さ
ぶ
ら
は
せ
た
ま
ふ
。
殿
片
時
ま
か
で
さ
せ
た
ま
は
ず
、
あ
は
れ
に
添
ひ
さ
ぶ
ら
は
せ
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た
ま
ふ
。（
③
305
頁
）

嫄
子
没
後
ま
だ
日
も
浅
く
、
頼
通
が
生
子
入
内
を
不
快
に
思
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
『
春
記
』
に
記
さ
れ
る（

（1
（

。
と
は
い
え
、
嫄
子
の
死
に
よ
っ
て

後
朱
雀
天
皇
の
妻
后
は
皇
后
禎
子
内
親
王
ひ
と
り
に
な
っ
た
か
ら
、
仮
に
生
子
が
立
后
し
て
も
、
前
例
に
適
う
一
帝
二
后
（
妻
后
並
立
）
に
留

ま
る
。
神
託
は
藤
原
氏
の
后
を
望
ん
で
お
り
、
生
子
立
后
の
可
能
性
は
あ
り
得
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
入
内
後
の
生

子
は
君
寵
厚
く
、
何
度
も
「
お
ぼ
え
あ
り
て
」
と
記
さ
れ
る
。
な
お
、『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
後
朱
雀
朝
の
後
宮
の
描
写
は
当
初
非
常
に
簡
素

で
、
た
と
え
ば
、
中
宮
嫄
子
は
関
白
頼
通
養
女
と
し
て
入
内
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
長
暦
元
年
（
一
〇
三
七
）
正
月
の
入
内
か
ら
、
立
后
（
三
月
）

→
懐
妊
→
出
産
（
長
暦
二
年
〈
一
〇
三
八
〉
四
月
）
→
再
び
の
懐
妊
→
出
産
と
死
（
長
暦
三
年
〈
一
〇
三
九
〉
八
月
）
と
い
っ
た
事
実
が
単
に

羅
列
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
。
後
朱
雀
朝
の
後
宮
の
描
写
が
急
増
す
る
の
は
生
子
入
内
以
降
で
あ
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
長

暦
元
年
（
一
〇
三
七
）
十
二
月
に
章
子
内
親
王
が
東
宮
妃
と
し
て
内
裏
に
入
っ
て
以
降
に
重
な
る
。『
栄
花
物
語
』
の
原
資
料
は
章
子
内
親
王
方

の
人
物
が
関
わ
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
、
生
子
描
写
が
多
か
っ
た
の
は
、
そ
れ
だ
け
生
子
に
対
す
る
章
子
内
親
王
方
（
あ
る
い
は
貴
族
社
会
）

の
関
心
が
強
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
と
い
え
よ
う
。

五　

延
子
入
内
と
生
子
の
和
歌

　

藤
原
氏
の
后
を
望
ま
れ
て
生
子
が
入
内
し
て
か
ら
二
年
半
ほ
ど
経
た
長
久
三
年
（
一
〇
四
二
）
三
月
、
藤
原
頼
宗
女
の
延
子
が
入
内
し
た
。

『
栄
花
物
語
』
は
続
い
て
同
年
四
月
の
祐
子
・
禖
子
内
親
王
の
参
内
を
記
す
が
、
次
に
、
月
日
を
遡
ら
せ
て
、
後
朱
雀
天
皇
と
生
子
の
贈
答
を
載

せ
る
。ま

こ
と
や
、
梅
壼
の
御
方
に
、
こ
の
春
、
上
よ
り
、

春
雨
の
降
り
し
く
こ
ろ
は
青
柳
の
い
と
乱
れ
つ
つ
人
ぞ
恋
し
き



三
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『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
藤
原
生
子

と
申
さ
せ
た
ま
へ
れ
ば
、

青
柳
の
い
と
乱
れ
た
る
こ
の
ご
ろ
は
一
筋
に
し
も
思
ひ
よ
ら
れ
ず

と
聞
え
さ
せ
た
ま
へ
り
。
御
返
り
、

青
柳
の
糸
は
か
た
が
た
な
び
く
と
も
思
ひ
そ
め
て
ん
色
は
変
ら
ず

ま
た
、
御
返
り
、

浅
緑
深
く
も
あ
ら
ぬ
青
柳
は
色
変
ら
じ
と
い
か
が
頼
ま
ん

と
聞
え
さ
せ
た
ま
ひ
け
り
。（
③
309
～
310
頁
）

こ
の
四
首
の
贈
答
は
、『
新
古
今
集
』
巻
十
四
・
恋
四
に
「
麗
景
殿
女
御
ま
ゐ
り
て
の
ち
、
雨
降
り
侍
り
け
る
日
、
梅
壺
女
御
に
」（
一
二
五
〇

番
歌
）・「
御
返
し
」（
一
二
五
一
番
歌
）・「
又
つ
か
は
し
け
る
」（
一
二
五
二
番
歌
）・「
御
返
し
」（
一
二
五
三
番
歌
）
の
詞
書
で
入
集
し
て
い
る（

（1
（

。

後
朱
雀
天
皇
の
贈
歌
「
か
た
が
た
な
び
く
と
も
思
ひ
そ
め
て
ん
色
は
変
ら
ず
」
は
、
別
の
女
性
の
存
在
を
記
し
な
が
ら
も
生
子
へ
の
愛
情
の
変

わ
ら
な
い
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。『
栄
花
物
語
』
は
延
子
入
内
に
際
し
、
後
朱
雀
天
皇
と
延
子
と
の
贈
答
で
は
な
く
、
後
朱
雀
天
皇
と
生
子
と
の

贈
答
を
記
し
て
い
る
。「
ま
こ
と
や
」
は
、「
話
題
を
転
じ
る
と
き
や
、
話
の
途
中
で
ひ
ょ
い
と
思
い
当
た
っ
た
こ
と
を
言
い
出
し
た
り
す
る
時
、

念
を
押
す
気
持
を
込
め
て
用
い
る
語
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）
で
あ
り
、
生
子
関
連
の
歌
は
、
時
間
を
遡
っ
て
も
記
す
に
値
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　

同
様
に
、
話
の
流
れ
か
ら
転
じ
た
生
子
関
連
の
贈
答
を
、
年
時
を
遡
っ
て
記
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
前
掲
の
後
朱
雀
天
皇
と
生
子
と
の
贈
答

に
続
い
て
『
栄
花
物
語
』
は
同
長
久
三
年
（
一
〇
四
二
）
十
二
月
の
内
裏
焼
亡
を
記
し
た
後
、「
ま
こ
と
や
」
と
断
っ
て
、
公
任
か
ら
生
子
へ
の

贈
歌
と
、
後
朱
雀
天
皇
の
返
歌
を
記
す
。

ま
こ
と
や
、
二
条
殿
に
お
は
し
ま
し
し
時
に
、
鵜
の
魚
を
食
ひ
て
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
を
、
入
道
の
大
納
言
（
＝
公
任
）
聞
き
た
ま
ひ
て
、
女

御
殿
の
御
方
に
、
鵜
の
魚
を
食
ひ
て
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
こ
と
な
ど
書
き
た
ま
ひ
て
、

い
か
で
か
は
う
は
の
空
に
は
知
り
に
け
ん
か
く
め
見
ゆ
る
に
世
に
あ
へ
り
と
は



四
〇

上
渡
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
御
覧
じ
て
、

祈
り
つ
つ
ゆ
る
ぶ
る
網
の
し
る
し
に
は
飛
ぶ
鳥
さ
へ
も
か
か
る
と
ぞ
見
る

こ
れ
を
聞
き
た
ま
ひ
て
、
ま
た
大
納
言
ぞ
申
し
た
ま
ひ
け
る
。（
歌
、
欠
）（
③
311
頁
）

　
「
二
条
殿
」
は
教
通
邸
の
小
二
条
殿
の
こ
と
で
あ
る
。
生
子
の
実
家
が
里
内
裏
と
な
っ
た
折
に
、
公
任
が
生
子
に
贈
歌
し
た
わ
け
だ
が
、
公
任

は
長
久
二
年
（
一
〇
四
一
）
正
月
一
日
に
没
し
て
お
り
、
こ
の
記
事
は
明
ら
か
に
年
時
を
遡
っ
て
い
る
。
史
実
に
よ
れ
ば
、
後
朱
雀
天
皇
が
二

条
殿
を
里
内
裏
と
し
た
の
は
長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）
十
月
二
十
二
日（

（1
（

か
ら
翌
年
十
二
月
十
九
日（
（2
（

ま
で
で
、
公
任
存
命
中
と
い
う
条
件
を
加
え

れ
ば
、
詠
歌
時
は
二
か
月
あ
ま
り
に
限
定
さ
れ
る（

（2
（

。
生
子
へ
の
贈
歌
は
公
任
最
晩
年
の
も
の
で
、
出
家
後
も
生
子
の
こ
と
を
案
じ
て
い
た
公
任

の
様
子
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
二
条
殿
が
里
内
裏
だ
っ
た
こ
ろ
に
弘
徽
殿
に
住
し
て
い
た
生
子
が
催
し
た
の
が
、
長
久
二
年
（
一
〇
四
一
）「
弘

徽
殿
女
御
生
子
歌
合
」
で
あ
る
。『
栄
花
物
語
』
に
は
当
該
歌
合
の
記
載
は
一
切
な
い
が
、
斎
藤
熙
子
氏
は
「
歌
人
、
判
者
と
も
に
実
力
者
を
そ

ろ
え
、
公
任
孫
女
で
、
和
歌
に
造
詣
深
い
女
御
に
ふ
さ
わ
し
い
催
し
」（『
新
編
国
歌
大
観
』
第
５
巻　

解
題
）
と
す
る
。

六　

後
朱
雀
天
皇
の
病
と
立
后
問
題

　

入
内
か
ら
六
年
、
生
子
へ
の
君
寵
は
厚
か
っ
た
が
、「
梅
壺
の
女
御
殿
の
御
お
ぼ
え
、
月
日
に
添
へ
て
い
と
め
で
た
く
世
人
は
申
せ
ど
、
い
か

な
る
に
か
、
后
に
は
え
ゐ
た
ま
ふ
ま
じ
と
の
み
申
す
」（
巻
三
十
四
「
暮
ま
つ
ほ
し
」、
③
315
頁
）
と
、
立
后
の
難
し
い
こ
と
が
噂
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
巻
三
十
六
「
根
あ
は
せ
」
で
は
、
病
が
重
く
な
っ
た
後
朱
雀
天
皇
と
、
そ
の
女
御
た
ち
の
有
様
が
描
か
れ
る
。

内
の
大
殿
、
女
御
の
御
事
を
思
す
に
も
い
み
じ
。
年
ご
ろ
も
后
に
立
た
せ
た
ま
は
ん
こ
と
を
思
し
つ
る
に
、
こ
の
際
は
ま
し
て
い
か
に
い

か
に
と
思
し
め
す
。
大
将
殿
（
＝
頼
宗
）
も
、
女
御
（
＝
延
子
）
の
た
だ
な
ら
ず
お
は
し
ま
せ
ば
、
い
か
が
は
口
惜
し
う
思
さ
れ
ざ
ら
ん
。

日
ご
ろ
の
ふ
る
ま
ま
に
い
と
堪
へ
が
た
げ
に
お
は
し
ま
せ
ば
、
心
を
尽
し
た
ま
ふ
人
多
か
り
。
内
の
大
殿
は
、
后
の
御
事
を
い
み
じ
く
申



四
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『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
藤
原
生
子

さ
せ
た
ま
ふ
。
御
心
に
も
い
み
じ
う
い
と
ほ
し
う
思
し
め
し
な
が
ら
、
難
げ
な
る
御
気
色
な
り
。
院
（
＝
上
東
門
院
）
に
も
い
み
じ
う
申

さ
せ
た
ま
ふ
。

　

正
月
十
日
の
ほ
ど
、
い
み
じ
う
重
く
な
ら
せ
た
ま
ひ
ぬ
れ
ば
、
内
の
大
殿
の
女
御
ま
か
で
さ
せ
た
ま
ふ
を
聞
し
め
し
て
、
蔵
人
長
宗
召

し
て
、
臥
さ
せ
た
ま
ひ
な
が
ら
御
文
書
か
せ
た
ま
ひ
て
奉
ら
せ
た
ま
ふ
。
い
み
じ
う
あ
は
れ
な
り
。「
今
し
ば
し
の
ほ
ど
を
、
近
く
て
聞
き

果
て
さ
せ
た
ま
は
で
」
な
ど
や
う
に
聞
え
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
に
ぞ
、
と
ま
ら
せ
た
ま
ひ
ぬ
る
。
た
だ
の
人
は
添
ひ
て
い
か
な
る
ま
で
も
見

る
こ
と
な
る
を
、
い
か
な
る
こ
と
に
か
、
み
な
出
で
さ
せ
た
ま
ふ
べ
し
と
聞
ゆ
る
は
。
皇
后
宮
（
＝
禎
子
内
親
王
）、「
上
ら
せ
た
ま
ひ
て

見
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
は
ん
」
と
申
さ
せ
た
ま
へ
ど
、「
こ
と
人
々
も
い
か
が
思
は
ん
」
と
仰
せ
ら
れ
て
、
上
せ
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
は
ず
。

重
く
な
ら
せ
た
ま
ふ
ま
ま
に
、
内
の
大
殿
は
、
女
御
の
御
事
を
い
み
じ
う
申
さ
せ
た
ま
ふ
。
い
か
な
ら
ん
と
殿
の
人
も
思
ひ
騒
ぎ
た
り
。

二
の
宮
（
＝
尊
仁
親
王
）
も
入
ら
せ
た
ま
ふ
。
人
に
抱
か
れ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
屈
じ
た
る
や
う
に
て
お
は
し
ま
す
も
い
と
あ
は
れ
な
り
。

　

十
四
日
に
、
斎
宮
（
＝
良
子
内
親
王
）
准
三
宮
の
宣
旨
下
り
、
年
官
年
爵
賜
は
ら
せ
た
ま
ふ
。
こ
の
折
に
や
と
世
の
人
思
ひ
申
し
た
り

つ
る
梅
壺
の
御
事
、
さ
も
あ
ら
ず
な
り
ぬ
れ
ば
、
い
み
じ
う
思
し
嘆
か
せ
た
ま
ふ
。（
③
332
～
334
頁
）

生
子
が
宮
中
を
退
出
し
よ
う
と
す
る
の
を
留
め
る
の
に
対
し
、
禎
子
内
親
王
の
参
内
を
断
っ
た
の
は
、
対
照
的
で
あ
る
。
生
子
へ
の
君
寵
は
そ

れ
ほ
ど
深
か
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
立
后
の
沙
汰
は
な
い
ま
ま
、
後
朱
雀
天
皇
は
崩
じ
た
。

　

そ
も
そ
も
、
生
子
入
内
は
藤
原
氏
の
后
の
必
要
性
か
ら
実
現
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
、
后
位
に
は
禎
子
内
親
王
（
皇
后
）
し
か
お
ら

ず
、
次
期
天
皇
で
あ
る
東
宮
親
仁
親
王
の
妃
が
章
子
内
親
王
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て
も
、
藤
原
氏
の
后
が
必
要
な
ら
ば
、
君
寵
厚
い
女

御
生
子
（
内
大
臣
教
通
女
）
あ
る
い
は
懐
妊
中
の
女
御
延
子
（
権
大
納
言
頼
宗
女
）
の
ど
ち
ら
か
の
立
后
の
可
能
性
が
、
後
朱
雀
天
皇
病
臥
の

折
、
取
り
ざ
た
さ
れ
る
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
当
時
の
貴
族
社
会
に
お
け
る
最
大
の
関
心
事
は
、
後
朱
雀
天
皇
の
病
と
立
后
問
題

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
で
も
生
子
は
、
天
皇
の
側
近
く
に
在
し
、
病
篤
い
天
皇
が
退
出
を
留
め
た
ほ
ど
に
寵
厚
か
っ
た
。
し
か
し
「
一
の

人
の
御
女
な
ら
ぬ
人
の
、
御
子
お
は
し
ま
さ
ぬ
が
な
ら
せ
た
ま
ふ
例
ま
た
な
き
こ
と
」（
③
333
頁
）
と
い
う
こ
と
で
生
子
の
立
后
は
適
わ
ず
、
後
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朱
雀
天
皇
は
崩
じ
た
。
生
子
は
「
内
大
臣
殿
、
あ
ま
た
の
御
な
か
に
す
ぐ
れ
て
思
ひ
き
こ
え
さ
せ
た
ま
ひ
け
れ
」（
③
344
頁
）
と
、
教
通
に
と
っ

て
鍾
愛
の
子
女
で
あ
り
、
教
通
家
に
と
っ
て
も
公
任
家
に
と
っ
て
も
、
ま
さ
に
「
二
葉
よ
り
こ
と
ご
と
疑
ひ
な
く
后
が
ね
と
か
し
づ
き
き
こ
え

た
ま
へ
る
」（
③
336
頁
）
存
在
で
あ
っ
た
。
幼
少
時
か
ら
将
来
を
期
待
さ
れ
、
才
知
に
優
れ
、
君
寵
篤
く
、
さ
ら
に
藤
原
氏
の
后
を
望
む
託
宣
が

あ
り
、
中
宮
位
も
空
い
て
い
た
と
い
う
条
件
が
揃
い
な
が
ら
立
后
で
き
な
か
っ
た
生
子
に
対
し
、
教
通
の
み
な
ら
ず
貴
族
社
会
が
強
い
関
心
と

同
情
を
寄
せ
た
結
果
が
、
生
子
に
対
す
る
多
く
の
描
写
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
る
。

七　

そ
の
後
の
生
子
と
妹
歓
子

　

後
冷
泉
朝
に
な
り
、
生
子
の
妹
歓
子
が
永
承
二
年
（
一
〇
四
七
）
十
月
、
後
冷
泉
天
皇
の
後
宮
に
入
っ
た
。
そ
し
て
永
承
五
年
（
一
〇
五
〇
）

に
は
関
白
頼
通
女
寛
子
が
入
内
し
、
翌
年
二
月
に
立
后
し
た
。
そ
の
記
事
に
続
き
、『
栄
花
物
語
』
は
歓
子
の
死
産
を
語
る
。

ま
こ
と
や
、
右
の
大
殿
の
女
御
殿
（
＝
歓
子
）
は
、
ま
だ
皇
后
宮
（
＝
寛
子
）
も
参
ら
せ
た
ま
は
ざ
り
し
を
り
、
た
だ
な
ら
ず
な
ら
せ
た

ま
ひ
て
、
中
宮
大
夫
（
＝
長
家
）
の
三
条
に
出
で
さ
せ
た
ま
ひ
に
し
か
ば
、
殿
（
＝
教
通
）
も
み
な
そ
こ
に
お
は
し
ま
し
し
か
ば
、
梅
壺

の
女
御
殿
は
ひ
と
り
殿
に
お
は
し
ま
し
て
、

ゆ
き
か
へ
り
ふ
る
里
人
に
身
を
な
し
て
一
人
な
が
む
る
秋
の
夕
暮（

（2
（

な
ど
ひ
と
り
ご
た
せ
た
ま
ふ
。
若
宮
は
う
せ
て
生
れ
さ
せ
た
ま
へ
る
と
ぞ
。
内
（
＝
後
冷
泉
天
皇
）
に
も
殿
に
も
い
み
じ
う
嘆
か
せ
た
ま

ふ
。（
③
365
頁
）

歓
子
の
出
産
（
死
産
）
は
永
承
四
年
（
一
〇
四
九
）
の
こ
と
だ
か
ら（

（2
（

、
寛
子
の
入
内
・
立
后
よ
り
二
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
あ
る
。
基
本
的
に
は

年
時
順
の
記
述
を
と
る
『
栄
花
物
語
』
が
、「
ま
こ
と
や
」
と
断
っ
て
時
間
を
遡
る
記
事
を
載
せ
る
の
は
、
先
に
挙
げ
た
生
子
関
連
の
和
歌
と
同

様
で
あ
る
。
ま
た
、
歓
子
の
出
産
（
死
産
）
に
関
し
て
、
当
の
歓
子
や
父
教
通
の
喜
び
や
悲
嘆
を
記
す
の
で
は
な
く
、
里
に
ひ
と
り
残
る
生
子
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『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
藤
原
生
子

の
寂
し
さ
を
記
し
て
い
る
。
今
ま
で
に
も
確
認
し
て
き
た
が
、『
栄
花
物
語
』
は
、
積
極
的
に
生
子
の
和
歌
を
記
し
て
い
る
。

　

生
子
の
出
家
は
天
喜
元
年
（
一
〇
五
三
）
三
月
（
四
十
歳
）
の
こ
と
で
、『
栄
花
物
語
』
に
も
記
さ
れ
る
（
巻
三
十
六
「
根
あ
は
せ
」）。
そ
し

て
巻
三
十
七
「
け
ぶ
り
の
後
」
の
次
の
描
写
が
、『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
生
子
描
写
の
最
後
で
あ
る
。

梅
壺
女
御
殿
は
、
い
と
尊
く
お
こ
な
ひ
て
お
は
し
ま
す
。
月
の
傾
く
を
御
覧
じ
て
、

急
が
ず
ば
ひ
か
り
を
見
て
ぞ
嘆
か
ま
し
半
ば
過
ぎ
ゆ
く
わ
が
身
な
り
と
て

御
心
地
悩
ま
し
く
思
し
め
さ
れ
け
る
こ
ろ
、
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
く
に
、

明
日
ま
で
も
聞
く
べ
き
も
の
と
思
は
ね
ば
今
日
ひ
ぐ
ら
し
の
声
ぞ
悲
し
き（

（2
（

な
ど
仰
せ
ら
る
る
、
い
と
あ
は
れ
な
り
。

　

名
残
な
き
さ
ま
に
背
き
は
て
さ
せ
た
ま
ひ
て
お
は
し
ま
せ
ば
、
い
と
あ
は
れ
に
殿
は
見
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
。
ま
た
た
ぐ
ひ
な
く
い

み
じ
き
も
の
に
幼
く
よ
り
思
ひ
申
さ
せ
た
ま
ふ
を
、
か
く
て
見
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
、
い
と
あ
は
れ
に
口
惜
し
げ
な
り
。
御
心
地
も
や

う
や
う
お
こ
た
ら
せ
た
ま
へ
ば
、
う
れ
し
く
思
し
め
さ
る
。
せ
め
て
長
く
と
も
、
異
事
よ
り
は
思
ひ
申
さ
せ
た
ま
は
ざ
り
け
り
。
わ
が
な

か
ら
む
世
に
、
あ
る
よ
り
は
衰
へ
、
心
細
く
や
思
さ
れ
む
と
、
う
し
ろ
め
た
き
あ
ま
り
に
は
、
わ
れ
よ
り
後
は
お
は
し
ま
さ
で
も
あ
り
な

ん
と
思
し
め
し
な
が
ら
、
目
の
前
に
ゆ
ゆ
し
か
ら
ん
こ
と
は
見
じ
と
思
し
め
さ
る
る
は
い
か
が
は
お
は
し
ま
す
べ
か
ら
ん
、
わ
り
な
き
御

心
に
ぞ
。（
③
403
〜
404
頁
）

生
子
が
没
し
た
の
は
治
暦
四
年
（
一
〇
六
八
）
八
月
二
十
一
日
、
五
十
五
歳
の
こ
と
で
あ
る
。

　
『
栄
花
物
語
』
続
編
の
原
資
料
と
な
っ
て
い
る
の
が
章
子
内
親
王
方
の
人
物
の
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
章
子
内
親
王
は
後

冷
泉
天
皇
中
宮
、
つ
ま
り
生
子
が
入
内
し
た
後
朱
雀
朝
に
お
い
て
は
東
宮
妃
で
あ
る
。
加
藤
静
子
氏
は
『
栄
花
物
語
』
の
後
朱
雀
朝
の
描
写
は

「
後
朱
雀
後
宮
の
内
側
に
身
を
お
く
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
外
側
か
ら
眺
め
た
叙
述
に
終
始
し
て
い
る
」
と
す
る（

（2
（

。
た
し
か
に
後
朱
雀
天
皇

の
君
寵
や
立
后
問
題
は
、
東
宮
妃
章
子
内
親
王
に
は
直
接
関
わ
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
生
子
描
写
は
生
子
に
対
す
る
興
味
や
注
目
度
に
直
結
し
て
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い
る
の
で
あ
り
、
記
述
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
と
考
え
る
。
生
子
は
入
内
後
も
、
注
目
度
の
高
い
人
物
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　

後
代
か
ら
み
た
と
き
、
所
生
の
皇
子
女
も
な
く
、
女
御
の
ま
ま
で
あ
っ
た
生
子
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
人
物
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、

生
子
に
関
す
る
説
話
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
教
通
女
の
中
で
説
話
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
後
冷
泉
天
皇
崩
の
数
日
前
に
立
后

し
、
の
ち
に
「
小
野
皇
太
后
」
と
呼
ば
れ
た
教
通
三
女
の
歓
子
で
あ
る（

（2
（

。
し
か
し
、
公
任
や
教
通
が
期
待
し
、
鍾
愛
し
た
の
は
生
子
だ
っ
た
。

そ
の
こ
と
は
他
資
料（

（2
（

か
ら
も
う
か
が
え
る
。『
栄
花
物
語
』
正
編
が
成
立
し
た
と
き
、
生
子
は
優
れ
た
資
質
と
周
囲
の
期
待
を
兼
ね
備
え
た
実
在

の
人
物
で
あ
っ
た
。
将
来
が
未
定
の
生
子
に
対
す
る
貴
族
社
会
の
注
目
度
の
高
さ
が
正
編
に
お
け
る
生
子
描
写
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
る
。
さ

ら
に
続
編
に
お
い
て
は
、
視
点
人
物
で
あ
る
章
子
内
親
王
と
直
接
的
な
利
害
関
係
に
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
章
子
内
親
王
方
の
生
子
に
対
す

る
興
味
・
注
目
度
の
高
さ
、
お
よ
び
立
后
で
き
な
か
っ
た
悲
劇
性
が
多
く
の
描
写
を
残
し
た
と
考
え
る
。

　

歴
史
物
語
は
基
本
的
に
は
歴
史
が
定
ま
っ
た
後
代
か
ら
見
た
歴
史
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
当
時
の
評
価
や
注
目
度
で
は
な
く
、
後
代

の
評
価
や
注
目
度
の
高
い
人
物
・
出
来
事
が
記
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
生
子
は
、
正
編
に
お
い
て
も
続

編
に
お
い
て
も
、
当
代
評
価
・
注
目
度
が
高
か
っ
た
が
ゆ
え
に
描
写
の
多
か
っ
た
、
数
少
な
い
人
物
と
い
え
よ
う
。



四
五

『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
藤
原
生
子

注（
1
）　
『
栄
花
物
語
』
は
、
山
中
裕
・
秋
山
虔
・
池
田
尚
隆
・
福
長
進
氏
校
注
・
訳　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
栄
花
物
語
』
①
～
③
（
小
学
館　

一
九
九

五
～
一
九
九
八
年
）
に
よ
る
。
丸
数
字
は
新
編
全
集
『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
巻
数
、
算
用
数
字
は
ペ
ー
ジ
数
。
人
物
は
私
に
注
を
つ
け
た
。
傍
線
及
び

〔　

〕
内
に
補
っ
た
主
語
は
筆
者
に
よ
る
。

（
2
）　

高
松
百
香
氏
「
平
安
貴
族
社
会
に
お
け
る
院
号
定

─
女
院
号
の
決
定
過
程
と
そ
の
議
論
」（『
女
と
子
ど
も
の
王
朝
史

─
後
宮
・
儀
礼
・
縁
』
森

話
社　

二
〇
〇
七
年　

所
収
）

（
3
）　

加
藤
静
子
氏
「
一
品
宮
章
子
周
辺
と
『
栄
花
物
語
』
続
篇
第
一
部
（
二
）」（『
王
朝
歴
史
物
語
の
方
法
と
享
受
』
竹
林
舎　

二
〇
一
一
年　

所
収
）

（
4
）　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
栄
花
物
語
』
の
頭
注
で
は
、
生
子
に
つ
い
て
「
後
朱
雀
帝
の
寵
愛
を
蒙
り
な
が
ら
も
立
后
が
か
な
わ
な
い
と
い
う
悲
劇
の

ヒ
ロ
イ
ン
と
し
て
し
ば
し
ば
登
場
し
た
」（
巻
三
十
七
「
け
ぶ
り
の
後
」、
③
404
頁
）
と
記
す
。

（
5
）	　

生
子
に
関
す
る
御
論
考
と
し
て
は
、
鈴
木
好
枝
氏
「
梅
壺
の
女
御
」（『
学
苑
』
十
四
─
四
、
一
九
五
二
年
四
月
）、
古
瀬
雅
義
氏
「
藤
原
定
頼
の
人
物

像
に
つ
い
て
の
一
考
察

─
長
暦
三
年
の
生
子
入
内
事
件
を
め
ぐ
っ
て

─
」（『
国
文
学
攷
』
一
三
〇
、
一
九
九
一
年
六
月
）、
嘉
藤
久
美
子
氏
「
女
御

生
子
の
文
学
と
そ
の
生
涯
を
め
ぐ
っ
て
」（『
東
海
学
園
女
子
短
期
大
学
国
文
学
科
創
設
三
十
周
年
記
念
論
文
集　

言
語
・
文
学
・
文
化
』
一
九
九
八
年
四

月
）、
古
瀬
雅
義
氏
「
長
久
二
年
弘
徽
殿
女
御
生
子
歌
合
が
も
た
ら
し
た
も
の

─
関
白
頼
通
の
あ
せ
り
と
歌
合
に
対
す
る
姿
勢
の
変
化

─
」（『
狭
衣

物
語
の
新
研
究

─
頼
通
の
時
代
を
考
え
る
』
新
典
社　

二
〇
〇
三
年　

所
収
）
が
あ
る
。

（
6
）　
『
小
右
記
』
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
十
一
月
二
十
八
日
条

（
7
）　
『
御
堂
関
白
記
』
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
十
一
月
九
日
条

（
8
）　
『
小
右
記
』
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
十
一
月
十
五
日
条

（
9
）　
『
一
代
要
記
』
は
、
尊
子
が
御
匣
殿
別
当
と
し
て
入
内
し
た
と
記
す
。

（
10
）　

威
子
は
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
十
二
月
二
十
七
日
、
御
匣
殿
別
当
。
翌
寛
仁
二
年
三
月
七
日
入
内
、
四
月
二
十
八
日
女
御
。

（
11
）　

教
通
室
（
＝
公
任
女
）
の
没
日
は
『
栄
花
物
語
』
に
は
正
月
五
日
と
あ
る
が
、『
小
記
目
録
』
に
よ
る
と
正
月
六
日
。

（
12
）　
『
小
右
記
』
治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）
十
二
月
二
十
七
日
条

（
13
）　

当
該
歌
は
『
玉
葉
集
』（
巻
十
七
・
雑
四
・
二
三
五
六
）
に
「
母
の
は
て
に
服
ぬ
ぐ
と
て
よ
み
侍
り
け
る
」
の
詞
書
で
作
者
を
「
女
御
藤
原
生
子
」
と
し

て
入
集
す
る
。
な
お
、
勅
撰
集
・
私
撰
集
・
私
家
集
は
『
新
編
国
歌
大
観
』（
角
川
書
店　

一
九
八
三
～
一
九
九
二
年
）
に
よ
り
、
私
に
表
記
を
改
め
た
。



四
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（
14
）　

倉
田
実
氏
「
入
内
し
た
養
女
た
ち

─
後
朱
雀
朝
の
後
宮

─
」（『
王
朝
摂
関
期
の
養
女
た
ち
』
翰
林
書
房　

二
〇
〇
四
年　

所
収
）

（
15
）　

内
の
大
殿
に
は
、
女
三
所
、
男
四
人
も
の
せ
さ
せ
た
ま
ふ
を
、
大
姫
君
御
匣
殿
と
聞
ゆ
る
を
、
い
と
参
ら
せ
た
て
ま
つ
ら
ま
ほ
し
う
思
し
て
奏
せ
さ
せ

た
ま
ふ
。
内
（
＝
後
一
条
天
皇
）
に
も
さ
る
御
心
ざ
し
あ
り
て
思
し
め
し
け
れ
ど
、
中
宮
（
＝
威
子
）
に
は
ば
か
り
ま
う
せ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
さ
し
は
へ

う
ち
出
で
申
さ
せ
た
ま
は
ず
。（
巻
三
十
一
「
殿
上
の
花
見
」、
③
192
頁
）

（
16
）　

嫄
子
所
生
の
祐
子
内
親
王
が
長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）
十
一
月
二
十
三
日
に
准
后
に
な
っ
た
こ
と
に
対
し
、『
春
記
』
同
日
条
に
は
「
又
内
密
談
云
、

藤
氏
皇
后
于
今
無
其
人
、
已
非
託
宣
旨
、
源
氏
皇
后
蒙
神
罰
之
後
、
以
其
子
息
忽
被
下
准
后
宣
旨
、
尤
背
神
意
歟
、
尤
可
恐
々
々
者
」
と
あ
り
、
嫄
子
を

「
源
氏
皇
后
」
と
記
し
て
い
る
。
な
お
、『
春
記
』
は
『
増
補
史
料
大
成
』（
臨
川
書
店　

一
九
六
五
年
）
に
よ
る
。

（
17
）　
『
春
記
』
長
暦
三
年
（
一
〇
三
九
）
十
一
月
二
十
二
日
条
、
同
二
十
八
日
条
、
十
二
月
二
十
一
日
条

（
18
）　
『
新
古
今
集
』
で
は
、
後
朱
雀
天
皇
の
贈
歌
は
二
句
「
降
り
し
く
こ
ろ
か
」、
生
子
の
返
歌
は
結
句
「
思
ひ
よ
ら
れ
じ
」、
後
朱
雀
天
皇
の
贈
歌
は
結
句

「
色
ぞ
変
は
ら
じ
」。

（
19
）　
『
春
記
』・『
扶
桑
略
記
』
同
日
条
。『
百
錬
抄
』
は
十
月
十
二
日
と
す
る
。

（
20
）　
『
扶
桑
略
記
』・『
公
卿
補
任
』・『
十
三
代
要
略
』・『
百
錬
抄
』。
た
だ
し
、『
百
錬
抄
』
は
上
東
門
院
よ
り
の
遷
御
と
す
る
。

（
21
）　
『
二
東
記
』
は
生
子
の
参
内
を
長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）
十
一
月
十
日
と
す
る
。
ま
た
、『
春
記
』
は
生
子
が
弟
通
基
の
喪
に
よ
り
十
二
月
九
日
に
山
井

殿
に
移
っ
た
と
記
す
。
生
子
が
小
二
条
殿
に
い
た
期
間
が
長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）
十
一
月
十
日
か
ら
十
二
月
九
日
で
あ
れ
ば
、
公
任
の
生
子
へ
の
贈
歌

は
こ
の
期
間
に
な
る
。

（
22
）　
『
新
拾
遺
集
』（
巻
四
・
秋
上
・
三
七
九
）、『
万
代
集
』（
巻
四
・
秋
上
・
九
四
四
）
に
「
題
知
ら
ず
」
で
作
者
を
「
梅
壺
女
御
」
と
し
て
入
る
。

（
23
）　
『
扶
桑
略
記
』
永
承
四
年
（
一
〇
四
九
）
三
月
十
四
日
条

（
24
）　
『
続
古
今
集
』（
巻
十
六
・
哀
傷
・
一
四
一
八
）
に
「
重
く
わ
づ
ら
ひ
て
の
こ
ろ
、
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
く
を
聞
き
て
」
の
詞
書
、
二
句
「
あ
る
べ
き
身
と
も
」

で
入
集
す
る
。

（
25
）　

注
⑶
と
同
じ

（
26
）　

歓
子
は
、
白
河
院
の
小
野
雪
見
御
幸
に
際
し
、
機
知
で
み
ご
と
に
饗
応
し
た
と
い
う
説
話
（『
今
鏡
』『
無
名
草
子
』『
十
訓
抄
』
等
）
や
、
往
生
伝
（『
東

斎
随
筆
』『
拾
遺
往
生
伝
』）
が
残
る
。

（
27
）　
『
公
任
集
』
や
『
定
頼
集
』
に
は
生
子
関
連
の
歌
が
残
る
。


